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別紙様式１

国立大学法人大阪大学の中期目標新旧対照表

現 行 変 更 案 変更理由

Ⅲ 業務運営の改善及び効率化に関する目標 Ⅲ 業務運営の改善及び効率化に関する目標

総人件費の実行計画３ 教職員の人事の適正化に関する目標 ３ 教職員の人事の適正化に関する目標
教職員の個性を生かした人員配置・登用を行い､個々の役割分担と職務 教職員の個性を生かした人員配置・登用を行い､個々の役割分担と職務 を踏まえた人件費削

責任分担を明確にすることによって、社会から大学に信託された教育・ 責任分担を明確にすることによって、社会から大学に信託された教育・ 減を行うため。
研究・社会貢献という固有の業務を効率的に遂行する。 研究・社会貢献という固有の業務を効率的に遂行する。

一段と進む学問領域の多様化・学際化・専門化に対応し、大学を一層 一段と進む学問領域の多様化・学際化・専門化に対応し、大学を一層
活性化させるために、教員の流動性と教員構成の多様化を確保し 「適 活性化させるために、教員の流動性と教員構成の多様化を確保し 「適、 、
材適所」の原則をもって人材をそれぞれの分野に配置する。 材適所」の原則をもって人材をそれぞれの分野に配置する。

事務職員等の採用にあたっては、広く人材を求め、公平透明な基準に 事務職員等の採用にあたっては、広く人材を求め、公平透明な基準に
基づいて選考する。また、事務職員、技術職員等に対し必要な研修機会 基づいて選考する。また、事務職員、技術職員等に対し必要な研修機会
を確保し、職務に関する知識、技能等を広く修得させるとともに、自己 を確保し、職務に関する知識、技能等を広く修得させるとともに、自己
啓発・相互啓発の機会を与え、積極的に大学運営へ参画できるよう職員 啓発・相互啓発の機会を与え、積極的に大学運営へ参画できるよう職員
の能力、資質等の向上を図る。 の能力、資質等の向上を図る。

「行政改革の重要方針 （平成 年 月 日閣議決定）において示さ」 17 12 24
れた総人件費改革の実行計画を踏まえ、人件費削減の取組を行う。
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